
（農 林 水 産 省 所 管）

9　食料安定供給特別会計

 　この会計は、「農業の担い手に対する経営安定のための交付金の交付に関する法律」（平18法88）
に基づく交付金を交付する農業経営安定事業、「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律」（平
6法113）及び「飼料需給安定法」（昭27法356）に基づく米・麦等の買入れ、売渡し等を行う食糧の
需給及び価格の安定のために行う事業、「農業保険法」（昭22法185）に基づく農作物、家畜、果樹、
畑作物及び園芸施設共済並びに農業経営収入保険に係る国の再保険事業等、「漁船損害等補償法」
（昭27法28）に基づく漁船保険、漁船船主責任保険及び漁船積荷保険に係る国の再保険事業並び
に「漁業災害補償法」（昭39法158）に基づく漁獲、養殖、特定養殖及び漁業施設共済に係る国の保
険事業に関する経理を明確にするため、「特別会計に関する法律」（平19法23。以下「法」という。）
第2条第1項第9号の規定により設置されたものであり、農業経営安定勘定、食糧管理勘定、農業
再保険勘定、漁船再保険勘定、漁業共済保険勘定及び業務勘定に区分されている。
 　また、「土地改良法」（昭24法195）に基づく国営土地改良事業及び土地改良関係受託工事等に関
する経理を行うため設けられた国営土地改良事業特別会計が平成20年度より一般会計に統合され
たことに伴い、平成10年度以前に事業費の一部について借入金をもって財源とすることで新規着
工した地区のうち平成19年度末までに工事が完了しなかった地区における事業（以下「未完了借入
事業」という。）について、当該事業が完了するまでの間、借入金をもってその財源とすることがで
きるよう、平成20年度から未完了借入事業の工事の全部が完了する年度までの間の経過措置とし
て国営土地改良事業勘定が設けられている。

（ 1）　農業経営安定勘定
 　この勘定は、農業の担い手に対する経営安定のための交付金の交付事業等に関する経理を行うも
のである。

（Ⅰ）　歳入歳出決算の概要

歳　　　　　入

食 糧 管 理 勘 定 よ り 受 入 81,546
一 般 会 計 よ り 受 入 95,661
独立行政法人農畜産業振興機
構納付金 21,635

雑 収 入 18
前 年 度 剰 余 金 受 入 78,620

計 277,481

（単位　百万円）
歳　　　　　出

農 業 経 営 安 定 事 業 費 206,095
事務取扱費業務勘定へ繰入 50
予 備 費 ―

計 206,145

翌年度の歳入に繰り入れる額 71,335
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（歳　　　入）
　　令和2年度における歳入予算額は 281,012,292千円
　である。
　　この予算額に対し
　　収納済歳入額は 277,481,636千円
　であって、差引き 3,530,655千円
　 の減少となった。これは前年度において農業経営安定事業生産条件不利補正対策交付金が予定よ
り多かったこと等により、前年度剰余金受入が少なかったこと等のためである。
　　本年度における収納済歳入額等を事項別に示せば、次のとおりである。

（単位　千円）

事　　　　　　　　　項 歳入予算額 収納済歳入額 歳入予算額と収納 
済歳入額との差　

歳入予算額に
対する収納済
歳入額の割合

（％）

食 糧 管 理 勘 定 よ り 受 入 81,546,667 81,546,667 ― 100
一 般 会 計 よ り 受 入 95,825,164 95,661,422 △  163,741 99
独立行政法人農畜産業振興機
構納付金 21,911,395 21,635,138 △  276,256 98

雑 収 入 20 18,053 18,033 90,269
前 年 度 剰 余 金 受 入 81,729,046 78,620,355 △  3,108,690 96

計 281,012,292 277,481,636 △  3,530,655 98

（歳　　　出）
　　令和2年度における歳出予算現額は
　　歳出予算額 281,012,292千円
　である。
　　この予算現額に対し
　　支出済歳出額は 206,145,900千円
　　不用額は 74,866,391千円
　 であって、不用額は、農業経営安定事業費において、対象農業者の収入減少の幅が小さかったの
で、農業経営安定事業収入減少影響緩和対策交付金を要することが少なかったこと等のため生じ
たものである。
　　本年度における支出済歳出額等を主要経費別及び事項別に示せば、次のとおりである。

（主　要　経　費　別） （単位　千円）

主　要　経　費 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 不　用　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

食料安定供給関係費 280,912,292 280,912,292 206,145,900 ― 74,766,391 73
予 備 費 100,000 100,000 ― ― 100,000 ―

計 281,012,292 281,012,292 206,145,900 ― 74,866,391 73
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（事　　　項　　　別） （単位　千円）

事　　　　　項 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 差　引　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

農業経営安定事業に
必要な経費 280,847,443 280,847,443 206,095,764 ― 74,751,678 73

事務取扱費財源の業
務勘定へ繰入れに必
要な経費

64,849 64,849 50,135 ― 14,713 77

予 備 費 100,000 100,000 ― ― 100,000 ―
計 281,012,292 281,012,292 206,145,900 ― 74,866,391 73

（Ⅱ）　経費の概要及び事業実績

　令和2年度における実績の概要は、次のとおりである。
（ 1）　農業経営安定事業費（実績額206,095,764千円）
　（イ）　農業経営安定事業収入減少影響緩和対策業務委託費
　　 　担い手の収入減少による農業経営への影響を緩和することを目的とした収入減少影響緩和対

策において、対策加入者が拠出した積立金の管理に要する経費に充てるため、都道府県農業再
生協議会等に対し19,336千円を支出した。

　（ロ）　農業経営安定事業生産条件不利補正対策交付金
　　 　諸外国との生産条件の格差から生じる不利を補正することを目的として、標準的な生産費と
標準的な販売価格の差額を補塡するため、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ、そば
及びなたねの生産・販売を行う認定農業者、集落営農及び認定新規就農者に対し205,805,652

千円を交付した。
　（ハ）　農業経営安定事業収入減少影響緩和対策交付金
　　 　担い手の収入減少による農業経営への影響を緩和することを目的として、前年度収入額が標
準的収入額を下回った場合に差額の9割を補塡するため、米、麦、大豆、てん菜及びでん粉原
料用ばれいしょの生産・販売を行う認定農業者、集落営農及び認定新規就農者に対し270,775

千円を交付した。
（ 2）　事務取扱費業務勘定へ繰入
　 　農業経営安定事業に係る事務費に要する財源に充てるため、業務勘定へ50,135千円を繰り入
れた。
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（ 2）　食 糧 管 理 勘 定
　この勘定は、食糧の買入れ、売渡し等の管理に関する経理を行うものである。

（Ⅰ）　歳入歳出決算の概要

歳　　　　　入
食 糧 売 払 代 296,811
輸 入 食 糧 納 付 金 775
一 般 会 計 よ り 受 入 89,000
食 糧 証 券 収 入 114,000
雑 収 入 12,588
前 年 度 剰 余 金 受 入 17,257

計 530,433

（単位　百万円）
歳　　　　　出

食 糧 買 入 費 298,702
食 糧 管 理 費 29,469
交 付 金 等 他 勘 定 へ 繰 入 88,571
融通証券等事務取扱費一般会
計へ繰入 0

国債整理基金特別会計へ繰入 97,000
予 備 費 ―

計 513,743

翌年度の歳入に繰り入れる額 16,690

（歳　　　入）
　　令和2年度における歳入予算額は 851,725,212千円
　である。
　　この予算額に対し
　　収納済歳入額は 530,433,884千円
　であって、差引き 321,291,327千円
　 の減少となった。これは麦の買入費が予定より少なかったこと等により、食糧証券の発行残高が
予定より少なかったので、食糧証券収入が少なかったこと等のためである。
　　本年度における収納済歳入額等を事項別に示せば、次のとおりである。

（単位　千円）

事　　　　　　　　　項 歳入予算額 収納済歳入額 歳入予算額と収納 
済歳入額との差　

歳入予算額に
対する収納済
歳入額の割合

（％）

食 糧 売 払 代 430,581,390 296,811,969 △  133,769,420 68
輸 入 食 糧 納 付 金 423,525 775,521 351,996 183
一 般 会 計 よ り 受 入 89,000,000 89,000,000 ― 100
食 糧 証 券 収 入 319,180,000 114,000,000 △  205,180,000 35
雑 収 入 12,540,297 12,588,965 48,668 100
前 年 度 剰 余 金 受 入 ― 17,257,427 17,257,427 ―

計 851,725,212 530,433,884 △  321,291,327 62

（歳　　　出）
　　令和2年度における歳出予算現額は 863,448,513千円
　であって、その内訳は
　　歳出予算額 851,725,212千円
　　　当初予算額 851,725,212千円
　　　予算補正追加額 5,001,439千円
　　　予算補正修正減少額 5,001,439千円
　　前年度繰越額 11,723,301千円
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　 であり、予算補正追加額は、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の一環として、強靱
じん
な経済

構造の構築を図るため行う輸入食糧麦の管理に係る保管料等に必要な経費を補正追加したもの
であり、予算補正修正減少額は、国債整理基金特別会計へ繰入れに必要な既定予算の不用額を修
正減少したものである。
　　この予算現額に対し
　　支出済歳出額は 513,743,646千円
　　翌年度繰越額は 3,578,433千円
　　不用額は 346,126,432千円
　 であって、翌年度繰越額は、食糧買入費において、本船積込みの遅延等により事業の実施に不測
の日数を要したため、年度内に支出を終わらなかったことによるものであり、不用額は、麦の買
入価格及び買入数量が予定を下回ったこと等により、食糧買入費を要することが少なかったこと
等のため生じたものである。
　　本年度における支出済歳出額等を主要経費別及び事項別に示せば、次のとおりである。

（主　要　経　費　別） （単位　千円）

主　要　経　費 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 不　用　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

国 債 費 130,319,284 130,319,284 97,000,450 ― 33,318,833 74
食料安定供給関係費 636,405,928 648,129,229 416,743,196 3,578,433 227,807,599 64
予 備 費 85,000,000 85,000,000 ― ― 85,000,000 ―

計 851,725,212 863,448,513 513,743,646 3,578,433 346,126,432 59

（事　　　項　　　別） （単位　千円）

事　　　　　項 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 差　引　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

主要食糧買入代金 456,337,002 459,228,300 297,033,109 3,578,433 158,616,757 64
輸入飼料買入代金 42,621,497 42,621,497 1,668,893 ― 40,952,603 3
主要食糧の管理に必
要な経費 42,452,011 51,284,013 29,469,988 ─ 21,814,025 57

交付金財源の農業経
営安定勘定へ繰入れ
に必要な経費

81,546,667 81,546,667 81,546,667 ― ― 100

事務取扱費財源の業
務勘定へ繰入れに必
要な経費

13,448,751 13,448,751 7,024,537 ― 6,424,213 52

融通証券等事務取扱
費財源の一般会計へ
繰入れに必要な経費

1 1 1 ― ― 100

国債整理基金特別会
計へ繰入れに必要な
経費

130,319,283 130,319,283 97,000,449 ― 33,318,833 74

予 備 費 85,000,000 85,000,000 ― ― 85,000,000 ―
計 851,725,212 863,448,513 513,743,646 3,578,433 346,126,432 59

（Ⅱ）　経費の概要及び事業実績
　令和2年度における実績の概要は、次のとおりである。
（ 1）　取　扱　数　量
　（イ）　米の買入数量は、国内産米207玄米千トン、外国産米774玄米千トンと見込んでいたが、
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その実績は国内産米は210玄米千トンに増加し、外国産米は713玄米千トンに減少した。
　　 　売却数量は、国内産米207玄米千トン、外国産米774玄米千トンと見込んでいたが、その実

績は国内産米は229玄米千トンに増加し、外国産米は765玄米千トンに減少した。
　　　米の買入数量及び売却数量につき予定と実績を対比すると、次のとおりである。
買　入　数　量 （単位　玄米千トン） 売　却　数　量 （単位　玄米千トン）
区　　　　　分 予　　定 実　　績 区　　　　　分 予　　定 実　　績
国 内 産 米 207 210 国 内 産 米 207 229
外 国 産 米 774 713 外 国 産 米 774 765

　　 　また、平成28年度から令和2年度までの各年度における米の買入数量及び売却数量の実績
を示せば、次のとおりである。

買　入　数　量 （単位　玄米千トン）
区　　　　　　　分 28　年　度 29　年　度 30　年　度 元　年　度 2　年　度
国 内 産 米 224 193 120 183 210
外 国 産 米 822 797 683 768 713

売　却　数　量 （単位　玄米千トン）
区　　　　　　　分 28　年　度 29　年　度 30　年　度 元　年　度 2　年　度
国 内 産 米 243 171 157 170 229
外 国 産 米 921 858 623 729 765

　（ロ）　麦の買入数量は、食糧麦5,065千トン、輸入飼料1,000千トンと見込んでいたが、その実
績は食糧麦は4,903千トン、輸入飼料は53千トンに減少した。

　　 　売却数量は、食糧麦5,065千トン、輸入飼料1,000千トンと見込んでいたが、その実績は食
糧麦は4,903千トン、輸入飼料は53千トンに減少した。

　　 　麦の買入数量及び売却数量につき予定と実績を対比すると、次のとおりである。
買　入　数　量 （単位　千トン） 売　却　数　量 （単位　千トン）
区　　　　　分 予　　定 実　　績 区　　　　　分 予　　定 実　　績
食 糧 麦 5,065 4,903 食 糧 麦 5,065 4,903
小 麦 4,846 4,698 小 麦 4,846 4,698
大 麦 219 180 大 麦 219 180
は だ か 麦 ― 24 は だ か 麦 ― 24

輸 入 飼 料 1,000 53 輸 入 飼 料 1,000 53
小 麦 400 51 小 麦 400 51
大 麦 600 1 大 麦 600 1

　　 　また、平成 28年度から令和 2年度までの各年度における麦の買入数量及び売却数量の実績
を示せば、次のとおりである。

買　入　数　量 （単位　千トン）
区　　　　　　　分 28　年　度 29　年　度 30　年　度 元　年　度 2　年　度
食 糧 麦 5,108 5,477 5,169 4,977 4,903
輸 入 飼 料 457 394 593 152 53

売　却　数　量 （単位　千トン）
区　　　　　　　分 28　年　度 29　年　度 30　年　度 元　年　度 2　年　度
食 糧 麦 5,108 5,477 5,169 4,977 4,903
輸 入 飼 料 457 394 593 152 53
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（ 2）　価　　　　　格

　（イ）　米の買入価格につき予定と実績を対比すると、次のとおりである。
（単位　円）

区　　　　　　　分 予　　　定 実　　　績
国内産米 （60 ㎏当たり） 14,882 14,940
外国産米 （トン当たり） 127,050 86,651

　　 　また、平成 28年度から令和 2年度までの各年度における米の買入価格を示せば、次のとお
りである。

 （単位　円）
区　　　　　　　分 28　年　度 29　年　度 30　年　度 元　年　度 2　年　度
国内産米 （60 ㎏当たり） 11,433 12,509 13,944 14,806 14,940
外国産米 （トン当たり） 70,379 75,934 87,575 85,386 86,651

　（ロ）　麦の買入価格（トン当たり）につき予定と実績を対比すると、次のとおりである。
 （単位　円）
区　　　　　　　分 予　　　定 実　　　績
食 糧 麦 60,544 36,748
小 麦 58,768 36,187

大 麦 主 食 用 99,836 44,288
ビール用 99,836 46,301

は だ か 麦 ― 83,808
輸 入 飼 料 42,621 31,195
小 麦 41,921 31,212
大 麦 43,089 30,647

　　 　また、平成28年度から令和2年度までの各年度における麦の買入価格（トン当たり）を示せ
ば、次のとおりである。

 （単位　円）
区　　　　　　　分 28　年　度 29　年　度 30　年　度 元　年　度 2　年　度
食 糧 麦 32,654 36,500 38,824 36,081 36,748
輸 入 飼 料 25,552 28,872 32,906 31,504 31,195

（ 3）　金　　　　　額

　　食糧売払代及び食糧買入費につき品目別の予定と実績を対比すると、次のとおりである。
食 糧 売 払 代 （単位　千円） 食 糧 買 入 費  （単位　千円）
区　　　　　分 予　　定 実　　績 区　　　　　分 予　　定 実　　績
国 内 産 米 7,019,421 6,458,459 国 内 産 米 51,344,280 52,452,350
外 国 産 米 48,873,081 36,881,330 外 国 産 米 98,336,423 63,947,696
食 糧 麦 332,012,888 251,794,310 食 糧 麦 306,656,299 180,633,062
輸 入 飼 料 42,676,000 1,677,869 輸 入 飼 料 42,621,497 1,668,893

計 430,581,390 296,811,969 計 498,958,499 298,702,003

（ 4）　交付金等他勘定へ繰入

　 　農業経営安定事業に係る交付金に要する財源に充てるため、農業経営安定勘定に81,546,667千
円を繰り入れた。
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（ 5）　損　　　　　益

　　この勘定の本年度中における損益計算上の損失は111,561,648千円である。
　　なお、品目別の損益を示すと、次のとおりである。

 （単位　千円）
区　　　　　　　分 売 買 損 益 経　　　費 損　　　益
国 内 産 米 △  37,817,413 △  12,229,649 △  50,047,062
外 国 産 米 △  26,950,734 △  9,708,212 △  36,658,946
食 糧 麦 67,380,130 △  92,213,983 △  24,833,853
輸 入 飼 料 8,975 △  30,760 △  21,784

計 2,620,958 △  114,182,606 △  111,561,648

　 　また、法第 132条第 1項の規定により業務勘定からこの勘定に損益を移して整理することとし
た後の損失は111,612,599千円となる。この損失は、法第132条第2項の規定により前年度から
の繰越額146,008,029千円と本年度の一般会計からの受入額89,000,000千円からなる調整資金を
減額して整理することとした。この結果、調整資金の翌年度への繰越額は123,395,429千円とな
る。

（ 3）　農業再保険勘定

 　この勘定は、農作物、家畜、果樹、畑作物及び園芸施設共済並びに農業経営収入保険に関する国
の再保険事業等における経理を行うものである。

（Ⅰ）　歳入歳出決算の概要

歳　　　　　入
再 保 険 料 1,107
一 般 会 計 よ り 受 入 55,446
前 年 度 繰 越 資 金 受 入 7,410
積 立 金 よ り 受 入 ―
雑 収 入 123

計 64,089

（単位　百万円）
歳　　　　　出

農 業 再 保 険 費 及 交 付 金 54,659
事務取扱費業務勘定へ繰入 750
予 備 費 ―

計 55,410

未経過再保険料に相当する額 3,856
支 払 備 金 に 相 当 す る 額 3,682
積立金として積み立てる額 1,139

（歳　　　入）
　　令和2年度における歳入予算額は 83,981,312千円
　であって、その内訳は
　　当初予算額 84,051,480千円
　　予算補正修正減少額 70,168千円
　 であり、予算補正修正減少額は、既定予算の不用額を修正減少することに伴い、事務取扱費の財
源に充てるための一般会計からの受入見込額を修正減少したものである。
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　　この予算額に対し
　　収納済歳入額は 64,089,247千円
　であって、差引き 19,892,064千円
　 の減少となった。これは再保険金支払財源に不足を生じなかったこと等により、積立金より受入
がなかったこと等のためである。
　　本年度における収納済歳入額等を事項別に示せば、次のとおりである。

（単位　千円）

事　　　　　　　　　項 歳入予算額 収納済歳入額 歳入予算額と収納 
済歳入額との差　

歳入予算額に
対する収納済
歳入額の割合

（％）

再 保 険 料 2,014,069 1,107,865 △  906,203 55
一 般 会 計 よ り 受 入 55,657,840 55,446,951 △  210,888 99
前 年 度 繰 越 資 金 受 入 4,909,403 7,410,635 2,501,232 150
積 立 金 よ り 受 入 21,398,268 ― △  21,398,268 ―
雑 収 入 1,732 123,794 122,062 7,147

計 83,981,312 64,089,247 △  19,892,064 76

（歳　　　出）
　　令和2年度における歳出予算現額は
　　歳出予算額 81,422,708千円
　　　当初予算額 81,492,876千円
　　　予算補正修正減少額 70,168千円
　 であり、予算補正修正減少額は、事務取扱費財源の業務勘定へ繰入れに必要な既定予算の不用額
を修正減少したものである。
　　この予算現額に対し
　　支出済歳出額は 55,410,386千円
　　不用額は 26,012,321千円
　であって、不用額は、予備費を使用しなかったこと等のため生じたものである。
　　本年度における支出済歳出額等を主要経費別及び事項別に示せば、次のとおりである。

（主　要　経　費　別） （単位　千円）

主　要　経　費 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 不　用　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

食料安定供給関係費 60,022,708 60,022,708 55,410,386 ― 4,612,321 92
予 備 費 21,400,000 21,400,000 ― ― 21,400,000 ―

計 81,422,708 81,422,708 55,410,386 ― 26,012,321 68

（事　　　項　　　別） （単位　千円）

事　　　　　項 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 差　引　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

再保険金等の支払に
必要な経費 12,713,566 12,713,566 11,424,898 ― 1,288,667 89

農業共済組合連合会
等交付金に必要な経
費

45,940,251 45,940,251 42,827,484 ― 3,112,766 93

家畜共済損害防止事
業に必要な経費 419,021 419,021 407,033 ― 11,988 97
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（単位　千円）

事　　　　　項 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 差　引　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

事務取扱費財源の業
務勘定へ繰入れに必
要な経費

949,870 949,870 750,969 ― 198,900 79

予 備 費 21,400,000 21,400,000 ― ― 21,400,000 ―
計 81,422,708 81,422,708 55,410,386 ― 26,012,321 68

（Ⅱ）　経費の概要及び事業実績

　平成28年度から令和2年度までの各年度における保険事業の実績を示せば、次のとおりである。
　（ 1）　再保険料及び一般会計からの受入額

（単位　百万円）
区　　　 　分 事　　　　項 28 年 度 29 年 度 30 年 度 元 年 度 2 年 度

農 作 物 共 済 再 保 険 料 1,694 1,695 1,855 1,018 981
一 般 会 計 よ り 受 入 12,019 12,169 11,080 8,085 7,666

家 畜 共 済 再 保 険 料 86 111 133 9 ―
一 般 会 計 よ り 受 入 27,058 27,072 28,483 31,647 32,408

果 樹 共 済 再 保 険 料 211 199 192 98 82
一 般 会 計 よ り 受 入 1,979 1,895 1,625 1,498 1,357

畑 作 物 共 済 再 保 険 料 7 8 8 0 0
一 般 会 計 よ り 受 入 5,970 5,921 5,975 6,032 5,790

園芸施設共済 再 保 険 料 19 22 34 37 43
一 般 会 計 よ り 受 入 3,082 3,050 2,945 2,845 2,886

農業経営収入
保険

再 保 険 料 ― ― ― ― ―
一 般 会 計 よ り 受 入 ― ― 2,914 2,659 4,179

計 再 保 険 料 2,020 2,036 2,224 1,164 1,107
一 般 会 計 よ り 受 入 50,109 50,109 53,024 52,769 54,288

（注）　1 　「一般会計より受入」は、「農業保険法」に基づく共済掛金国庫負担金等相当額を一般会計から受け入
れるものである。なお、家畜共済においては、家畜共済損害防止事業交付金相当額を除いている。

　　　2　農業経営収入保険は、30年度から実施している。

　（ 2）　再保険金及び農業共済組合連合会等交付金の支払実績

（単位　百万円）
区　　　 　分 事　　　　項 28 年 度 29 年 度 30 年 度 元 年 度 2 年 度

農 作 物 共 済
再 保 険 金 9,680 35 5,592 4,301 2,845
農業共済組合連合会等交付金相当額 12,019 12,169 11,080 8,085 7,666
（農業共済組合連合会等再保険料見合額）（10,053）（10,119） （9,171） （6,932） （6,527）

家 畜 共 済
再 保 険 金 20,518 21,735 23,837 9,814 808
農業共済組合連合会等交付金相当額 27,058 27,072 28,483 31,647 32,408
（農業共済組合連合会等再保険料見合額）（19,027）（20,539）（22,039） （30） （△14）

果 樹 共 済
再 保 険 金 1,698 1,563 1,539 1,618 1,546
農業共済組合連合会等交付金相当額 1,979 1,895 1,625 1,498 1,357
（農業共済組合連合会等再保険料見合額） （1,391） （1,336） （1,160） （921） （852）

畑 作 物 共 済
再 保 険 金 8,317 1,921 3,385 1,616 2,467
農業共済組合連合会等交付金相当額 5,970 5,921 5,975 6,032 5,790
（農業共済組合連合会等再保険料見合額） （3,782） （3,726） （3,727） （3,266） （3,098）

園芸施設共済
再 保 険 金 433 453 1,204 1,642 1,911
農業共済組合連合会等交付金相当額 3,082 3,050 2,945 2,845 2,886
（農業共済組合連合会等再保険料見合額） （1,607） （1,591） （1,526） （1,348） （1,434）
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（単位　百万円）
区　　　 　分 事　　　　項 28 年 度 29 年 度 30 年 度 元 年 度 2 年 度

農業経営収入
保険

再 保 険 金 ― ― ― ― 1,841
農業共済組合連合会等交付金相当額 ― ― 2,914 2,659 4,179
（農業共済組合連合会等再保険料見合額） ― ― （2,026） （75）（△436）

計

再 保 険 金 40,648 25,709 35,560 18,993 11,421
農 業 共 済 組 合 連 合 会 等 交 付 金 14,246 12,795 13,372 40,192 42,827
農業共済組合連合会等交付金相当額 50,109 50,109 53,024 52,769 54,288
（農業共済組合連合会等再保険料見合額）（35,862）（37,313）（39,652）（12,576）（11,461）

（注）　1 　「農業共済組合連合会等交付金」は、「農業共済組合連合会等交付金相当額」（共済掛金国庫負担金等相
当額）から「（農業共済組合連合会等再保険料見合額）」を差し引いた額を交付するものである。

　　　2　農業経営収入保険は、30年度から実施している。

　（ 3）　農業保険の概要（引受実績）
区　　　　　　　　分 項　　　　目 28年度（産）29年度（産）30年度（産）元年度（産）2年度（産）

農 作 物 共 済
引 受 面 積 （千ha） 1,717 1,705 1,696 1,412 1,319
共 済 金 額 （百万円） 1,082,090 1,073,014 1,087,923 940,767 916,879
共 済 掛 金 （百万円） 19,906 20,195 19,539 15,138 15,439

家 畜 共 済
引 受 頭 数 （千頭） 6,478 6,724 7,221 10,641 10,180
共 済 金 額 （百万円） 772,495 890,132 995,826 1,662,662 1,668,274
共 済 掛 金 （百万円） 60,634 60,142 62,296 64,090 65,400

果 樹 共 済

収 穫
引 受 面 積 （千ha） 36 34 30 26 22
共 済 金 額 （百万円） 97,654 94,130 83,789 72,985 61,850
共 済 掛 金 （百万円） 3,869 3,575 3,132 2,997 2,611

樹 体
引 受 面 積 （千ha） 0 0 0 0 0
共 済 金 額 （百万円） 9,995 9,930 9,370 8,189 7,250
共 済 掛 金 （百万円） 88 86 83 113 103

畑 作 物 共 済

農 作 物
引 受 面 積 （千ha） 292 295 293 269 254
共 済 金 額 （百万円） 201,766 199,177 202,156 195,759 189,753
共 済 掛 金 （百万円） 10,856 10,769 10,853 11,109 10,743

蚕 繭
引 受 箱 数 （千箱） 2 2 2 1 1
共 済 金 額 （百万円） 147 148 133 99 75
共 済 掛 金 （百万円） 2 1 1 1 0

園 芸 施 設 共 済
引 受 面 積 （千ha） 22 21 22 22 24
共 済 金 額 （百万円） 611,840 611,408 610,480 629,132 752,429
共 済 掛 金 （百万円） 6,287 6,241 6,044 5,802 6,096

農 業 経 営 収 入 保 険
引 受 件 数 （千件） ― ― 21 34 58
保 険 金 額 （百万円） ― ― 222,797 400,849 721,432
保 険 料 （百万円） ― ― 4,706 8,495 14,777

計

引
　
受

面 積 （千ha） 2,070 2,058 2,043 1,731 1,620
頭 数 （千頭） 6,478 6,724 7,221 10,641 10,180
箱 数 （千箱） 2 2 2 1 1
件 数 （千件） ― ― 21 34 58

共 済 金 額 （百万円） 2,775,990 2,877,943 2,989,680 3,509,596 3,596,511
保 険 金 額 （百万円） ― ― 222,797 400,849 721,432
共 済 掛 金 （百万円） 101,645 101,012 101,951 99,252 100,395
保 険 料 （百万円） ― ― 4,706 8,495 14,777

（注）　1 　農作物共済、果樹共済の収穫及び畑作物共済については年産の数値であり、家畜共済、果樹共済の
樹体、園芸施設共済及び農業経営収入保険については年度の数値である。

　　　2　元年度（産）及び2年度（産）については、実績が確定していないことから今後変更されることがある。
　　　3　農業経営収入保険は、30年度から実施している。
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（ 4）　漁船再保険勘定
 　この勘定は、漁船保険、漁船船主責任保険及び漁船積荷保険に関する国の再保険事業における経
理を行うものである。

（Ⅰ）　歳入歳出決算の概要

歳　　　　　入
再 保 険 料 ―
一 般 会 計 よ り 受 入 7,285
前 年 度 繰 越 資 金 受 入 1,021
積 立 金 よ り 受 入 ―
雑 収 入 0
前 年 度 剰 余 金 受 入 2,047

計 10,354

（単位　百万円）
歳　　　　　出

漁 船 再 保 険 費 及 交 付 金 4,853
事務取扱費業務勘定へ繰入 554
予 備 費 ―

計 5,407

未経過再保険料に相当する額 928
支 払 備 金 に 相 当 す る 額 13
「東日本大震災に対処するた
めの特別の財政援助及び助成
に関する法律」（平 23法 40）
第 34条第 2項の規定により
令和3年度の一般会計の歳入
に繰り入れる額

2,047

翌年度の歳入に繰り入れる額 1,957

（歳　　　入）

　　令和2年度における歳入予算額は 8,637,443千円
　であって、その内訳は
　　当初予算額 8,651,853千円
　　予算補正修正減少額 14,410千円
　 であり、予算補正修正減少額は、既定予算の不用額を修正減少することに伴い、事務取扱費の財
源に充てるための一般会計からの受入見込額を修正減少したものである。
　　この予算額に対し

　　収納済歳入額は 10,354,909千円
　であって、差引き 1,717,466千円
　 の増加となった。これは前年度において漁船再保険費及交付金が予定より少なかったこと等によ
り、前年度剰余金受入があったこと等のためである。
　　本年度における収納済歳入額等を事項別に示せば、次のとおりである。

（単位　千円）

事　　　　　　　　　項 歳入予算額 収納済歳入額 歳入予算額と収納 
済歳入額との差　

歳入予算額に
対する収納済
歳入額の割合

（％）

再 保 険 料 10 ― △  10 ―
一 般 会 計 よ り 受 入 7,448,954 7,285,224 △  163,729 97
前 年 度 繰 越 資 金 受 入 1,088,479 1,021,346 △  67,132 93
積 立 金 よ り 受 入 99,673 ― △  99,673 ―
雑 収 入 327 418 91 127
前 年 度 剰 余 金 受 入 ― 2,047,919 2,047,919 ―

計 8,637,443 10,354,909 1,717,466 119
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（歳　　　出）

　　令和2年度における歳出予算現額は
　　歳出予算額 7,593,868千円
　　　当初予算額 7,608,278千円
　　　予算補正修正減少額 14,410千円
　 であり、予算補正修正減少額は、事務取扱費財源の業務勘定へ繰入れに必要な既定予算の不用額
を修正減少したものである。
　　この予算現額に対し
　　支出済歳出額は 5,407,949千円
　　不用額は 2,185,918千円
　 であって、不用額は、漁船再保険費及交付金において、普通損害保険及び漁船船主責任保険にお
ける保険事故がなかったこと等により、再保険金を要することが少なかったこと等のため生じた
ものである。
　　本年度における支出済歳出額等を主要経費別及び事項別に示せば、次のとおりである。

（主　要　経　費　別） （単位　千円）

主　要　経　費 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 不　用　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

食料安定供給関係費 7,493,868 7,493,868 5,407,949 ― 2,085,918 72
予 備 費 100,000 100,000 ― ― 100,000 ―

計 7,593,868 7,593,868 5,407,949 ― 2,185,918 71

（事　　　項　　　別） （単位　千円）

事　　　　　項 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 差　引　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

再保険金等の支払に
必要な経費 1,984,154 1,984,154 106,354 ― 1,877,799 5

漁船保険組合交付金
に必要な経費 4,940,143 4,940,143 4,747,301 ― 192,841 96

事務取扱費財源の業
務勘定へ繰入れに必
要な経費

569,571 569,571 554,293 ― 15,277 97

予 備 費 100,000 100,000 ― ― 100,000 ―
計 7,593,868 7,593,868 5,407,949 ― 2,185,918 71

（Ⅱ）　経費の概要及び事業実績
 　平成28年度から令和2年度までの各年度における保険区分ごとの保険事業の実績を示せば、次
のとおりである。
　（ 1）　再保険料及び一般会計からの受入額

（単位　百万円）
保　険　区　分 事　　　　項 28年 度 29年 度 30年 度 元 年 度 2 年 度
普 通 損 害 保 険 一 般 会 計 よ り 受 入 6,735 6,812 6,749 6,633 6,222
特 殊 保 険 再 保 険 料 14 ― ― ― ―
漁船船主責任保険 一 般 会 計 よ り 受 入 660 582 543 557 508
漁 船 積 荷 保 険 一 般 会 計 よ り 受 入 0 0 0 0 0
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（単位　百万円）
保　険　区　分 事　　　　項 28年 度 29年 度 30年 度 元 年 度 2 年 度
漁船乗組員給与保険 再 保 険 料 0 ― ― ― ―

計 再 保 険 料 14 ― ― ― ―
一 般 会 計 よ り 受 入 7,396 7,395 7,293 7,191 6,730

（注）　1 　「一般会計より受入」は、「漁船損害等補償法」に基づく保険料国庫負担金相当額を一般会計から受け
入れるものである。

　　　2　特殊保険は、29年度より普通損害保険、漁船船主責任保険及び漁船積荷保険に統合された。
　　　3　漁船乗組員給与保険は、29年度より漁船船主責任保険に統合された。

　（ 2）　再保険金及び漁船保険組合交付金の支払実績
（単位　百万円）

保　険　区　分 事　　　　項 28年 度 29年 度 30年 度 元 年 度 2 年 度

普 通 損 害 保 険
再 保 険 金 22 4 1 9 ―
漁船保険組合交付金相当額 6,735 6,812 6,749 6,633 6,222
（漁船保険組合再保険料見合額） （2,475） （1,800） （1,862） （2,013） （1,849）

特 殊 保 険 再 保 険 金 ― ― ― ― ―

漁船船主責任保険
再 保 険 金 4 ― 2 ― ―
漁船保険組合交付金相当額 660 582 543 557 508
（漁船保険組合再保険料見合額） （317） （129） （121） （132） （121）

漁 船 積 荷 保 険
再 保 険 金 7 ― 144 31 106
漁船保険組合交付金相当額 0 0 0 0 0
（漁船保険組合再保険料見合額） （26） （15） （16） （18） （12）

漁船乗組員給与保険 再 保 険 金 ― ― ― ― ―

計

再 保 険 金 34 4 148 40 106
漁 船 保 険 組 合 交 付 金 4,576 5,449 5,293 5,026 4,747
漁船保険組合交付金相当額 7,396 7,395 7,293 7,191 6,730
（漁船保険組合再保険料見合
額） （2,820） （1,945） （2,000） （2,164） （1,983）

（注）　1 　「漁船保険組合交付金」は、「漁船保険組合交付金相当額」（保険料国庫負担金相当額）から「（漁船保険
組合再保険料見合額）」を差し引いた額を交付するものである。

　　　2 　「漁船保険組合交付金相当額」の28年度の計上額は、「漁船保険中央会交付金相当額」に係るもので
ある。

　　　3 　「漁船保険組合再保険料見合額」の28年度の計上額は、「漁船保険中央会再保険料見合額」に係るも
のである。

　　　4 　「漁船保険組合交付金」の28年度の計上額は、「漁船保険中央会交付金」に係るものである。
　　　5　特殊保険は、29年度より普通損害保険、漁船船主責任保険及び漁船積荷保険に統合された。
　　　6　漁船乗組員給与保険は、29年度より漁船船主責任保険に統合された。

　（ 3）　漁船保険の概要（引受実績）
保　険　区　分 項　　　　目 28年度 29年度 30年度 元年度 2 年度

普 通 損 害 保 険
引受隻数 （隻） 167,711 164,784 161,759 158,242 155,960
保険金額 （百万円） 1,019,676 1,035,053 1,038,093 1,054,077 1,078,112
純保険料 （百万円） 16,934 16,911 16,655 16,540 15,774

特 殊 保 険
引受隻数 （隻） 235 ― ― ― ―
保険金額 （百万円） 45,640 ― ― ― ―
純保険料 （百万円） 15 ― ― ― ―

漁船船主責任保険
引受隻数 （隻） 166,236 163,468 160,558 157,132 154,947
保険金額 （百万円） 88,804,740 93,442,790 93,474,640 93,317,000 98,113,410
純保険料 （百万円） 2,404 2,093 2,065 2,029 1,920

漁 船 積 荷 保 険
引受隻数 （隻） 477 478 489 467 434
保険金額 （百万円） 51,823 52,036 53,551 51,746 49,745
純保険料 （百万円） 107 106 108 104 99
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保　険　区　分 項　　　　目 28年度 29年度 30年度 元年度 2 年度

漁船乗組員給与保険
引受隻数 （隻） 165 ― ― ― ―
契約金額 （百万円） 463 ― ― ― ―
純保険料 （百万円） 0 ― ― ― ―

計
引受隻数 （隻） 334,824 328,730 322,806 315,841 311,341
保険金額 （百万円） 89,922,343 94,529,880 94,566,285 94,422,824 99,241,268
純保険料 （百万円） 19,462 19,111 18,829 18,675 17,794

（注）　1　漁船保険統計表等による。
　　　2　2年度については、実績が確定していないことから今後変更されることがある。
　　　3　「引受隻数」の計については、延べ隻数となっている。
　　　4　特殊保険は、29年度より普通損害保険、漁船船主責任保険及び漁船積荷保険に統合された。
　　　5　漁船乗組員給与保険は、29年度より漁船船主責任保険に統合された。

（ 5）　漁業共済保険勘定

 　この勘定は、漁業共済（漁獲、養殖、特定養殖及び漁業施設共済）に関する国の保険事業における
経理を行うものである。

（Ⅰ）　歳入歳出決算の概要

歳　　　　　入
保 険 料 ―
一 般 会 計 よ り 受 入 10,348
前 年 度 繰 越 資 金 受 入 2,212
雑 収 入 0

計 12,560

不 足 金 11,773

（単位　百万円）
歳　　　　　出

漁業共済保険費及交付金 9,738
事務取扱費業務勘定へ繰入 102
予 備 費 ―

計 9,841

未経過保険料に相当する額 2,196
支 払 備 金 に 相 当 す る 額 12,295

（歳　　　入）
　　令和2年度における歳入予算額は 12,428,194千円
　であって、その内訳は
　　当初予算額 12,434,086千円
　　予算補正修正減少額 5,892千円
　 であり、予算補正修正減少額は、既定予算の不用額を修正減少することに伴い、事務取扱費の財
源に充てるための一般会計からの受入見込額を修正減少したものである。
　　この予算額に対し
　　収納済歳入額は 12,560,765千円
　であって、差引き 132,571千円
　 の増加となった。これは特定養殖共済の前年度に受け入れた保険料のうち期間が満了していない
保険料の受入れが予定より多かったこと等により、未経過保険料受入が増加したこと等のためで
ある。
　　本年度における収納済歳入額等を事項別に示せば、次のとおりである。
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（単位　千円）

事　　　　　　　　　項 歳入予算額 収納済歳入額 歳入予算額と収納 
済歳入額との差　

歳入予算額に
対する収納済
歳入額の割合

（％）

保 険 料 10 ― △  10 ―
一 般 会 計 よ り 受 入 10,412,182 10,348,089 △  64,092 99
前 年 度 繰 越 資 金 受 入 2,015,982 2,212,650 196,668 109
雑 収 入 20 25 5 127

計 12,428,194 12,560,765 132,571 101

（歳　　　出）
　　令和2年度における歳出予算現額は
　　歳出予算額 10,395,324千円
　　　当初予算額 10,401,216千円
　　　予算補正修正減少額 5,892千円
　 であり、予算補正修正減少額は、事務取扱費財源の業務勘定へ繰入れに必要な既定予算の不用額
を修正減少したものである。
　　この予算現額に対し
　　支出済歳出額は 9,841,864千円
　　不用額は 553,459千円
　 であって、不用額は、漁業共済保険費及交付金において、漁獲共済の引受共済金額が予定より少
なかったこと等により、漁業共済組合連合会交付金を要することが少なかったこと等のため生じ
たものである。
　　本年度における支出済歳出額等を主要経費別及び事項別に示せば、次のとおりである。

（主　要　経　費　別） （単位　千円）

主　要　経　費 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 不　用　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

食料安定供給関係費 10,295,324 10,295,324 9,841,864 ― 453,459 95
予 備 費 100,000 100,000 ― ― 100,000 ―

計 10,395,324 10,395,324 9,841,864 ― 553,459 94

（事　　　項　　　別） （単位　千円）

事　　　　　項 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 差　引　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

保険金等の支払に必
要な経費 4,483,682 4,483,682 4,475,490 ― 8,192 99

漁業共済組合連合会
交付金に必要な経費 5,696,482 5,696,482 5,263,423 ― 433,058 92

事務取扱費財源の業
務勘定へ繰入れに必
要な経費

115,160 115,160 102,950 ― 12,209 89

予 備 費 100,000 100,000 ― ― 100,000 ―
計 10,395,324 10,395,324 9,841,864 ― 553,459 94
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（Ⅱ）　経費の概要及び事業実績

 　平成28年度から令和2年度までの各年度における共済区分ごとの保険事業の実績を示せば、次
のとおりである。
　（ 1）　一般会計からの受入額

（単位　百万円）
共　済　区　分 28年度 29年度 30年度 元年度 2 年度
漁 獲 共 済 4,433 4,257 4,650 4,744 5,373
養 殖 共 済 1,277 1,337 1,345 1,436 1,606
特 定 養 殖 共 済 2,775 2,994 2,742 3,096 3,029
漁 業 施 設 共 済 248 240 256 252 235

計 8,735 8,828 8,995 9,530 10,245

（注） 　「一般会計からの受入額」は、「漁業災害補償法」に基づく共済掛金国庫補助金相当額を一般会計から受
け入れるものである。

　（ 2）　保険金及び漁業共済組合連合会交付金の支払実績
（単位　百万円）

共　済　区　分 事　　　　項 28年 度 29年 度 30年 度 元 年 度 2 年 度

漁 獲 共 済
保 険 金 61 457 2,766 2,504 3,961
漁業共済組合連合会交付金相当額 4,433 4,257 4,650 4,744 5,373
（漁業共済組合連合会保険料見合額） （1,360） （1,413） （1,606） （1,722） （2,183）

養 殖 共 済
保 険 金 169 ― 445 66 237
漁業共済組合連合会交付金相当額 1,277 1,337 1,345 1,436 1,606
（漁業共済組合連合会保険料見合額） （964） （1,145） （1,135） （1,285） （1,444）

特 定 養 殖 共 済
保 険 金 ― 120 679 1,654 276
漁業共済組合連合会交付金相当額 2,775 2,994 2,742 3,096 3,029
（漁業共済組合連合会保険料見合額） （1,011） （1,124） （1,024） （1,177） （1,186）

漁 業 施 設 共 済
保 険 金 97 5 7 ― ―
漁業共済組合連合会交付金相当額 248 240 256 252 235
（漁業共済組合連合会保険料見合額） （182） （169） （179） （180） （167）

計

保 険 金 328 583 3,898 4,225 4,475
漁 業 共 済 組 合 連 合 会 交 付 金 5,216 4,975 5,050 5,164 5,263
漁業共済組合連合会交付金相当
額 8,735 8,828 8,995 9,530 10,245

（漁業共済組合連合会保険料見合
額） （3,518） （3,853） （3,945） （4,366） （4,981）

（注） 　「漁業共済組合連合会交付金」は、「漁業共済組合連合会交付金相当額」（共済掛金国庫補助金相当額）から
「（漁業共済組合連合会保険料見合額）」を差し引いた額を交付するものである。

　（ 3）　漁業共済の概要（引受実績）
共　済　区　分 項　　　　目 28年度 29年度 30年度 元年度 2 年度

漁 獲 共 済
引受件数 （件） 14,481 14,411 14,428 14,397 14,938
共済金額 （百万円） 328,136 340,898 361,794 367,826 374,303
純共済掛金 （百万円） 12,933 12,812 13,320 14,739 17,347

養 殖 共 済
引受件数 （件） 5,601 5,515 5,469 5,661 5,966
共済金額 （百万円） 163,034 180,192 187,319 204,408 236,679
純共済掛金 （百万円） 3,369 3,603 3,615 4,051 4,892

特 定 養 殖 共 済
引受件数 （件） 8,321 8,574 8,433 8,215 8,173
共済金額 （百万円） 92,122 100,729 109,928 117,836 120,546
純共済掛金 （百万円） 5,400 4,793 5,577 5,868 7,100
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共　済　区　分 項　　　　目 28年度 29年度 30年度 元年度 2 年度

漁 業 施 設 共 済
引受件数 （件） 29,847 29,039 28,892 28,072 27,174
共済金額 （百万円） 16,300 17,809 18,147 18,555 19,647
純共済掛金 （百万円） 682 656 678 669 628

計
引受件数 （件） 58,250 57,539 57,222 56,345 56,251
共済金額 （百万円） 599,594 639,630 677,189 708,626 751,176
純共済掛金 （百万円） 22,386 21,866 23,191 25,328 29,969

（注）　1　漁業災害補償制度の現況等による。
　　　2　2年度については、実績が確定していないことから今後変更されることがある。

（ 6）　業　務　勘　定

 　この勘定は、農業経営安定事業、食糧の需給及び価格の安定のために行う事業、農業再保険事業
等、漁船再保険事業及び漁業共済保険事業の事務取扱費に係る経理を行うもので、農業経営安定勘
定、食糧管理勘定、農業再保険勘定、漁船再保険勘定及び漁業共済保険勘定からの受入金を主な財
源として、これらの業務に関する諸経費を支出することとしている。

（Ⅰ）　歳入歳出決算の概要

歳　　　　　入
他 勘 定 よ り 受 入 8,482
雑 収 入 21

計 8,504

（単位　百万円）
歳　　　　　出

事 務 取 扱 費 8,504
予 備 費 ―

計 8,504

（歳　　　入）
　　令和2年度における歳入予算額は 15,239,249千円
　である。
　　この予算額に対し
　　収納済歳入額は 8,504,522千円
　であって、差引き 6,734,726千円
　 の減少となった。これは事務取扱費を要することが予定より少なかったこと等により、食糧管理
勘定より受入が少なかったこと等のためである。
　　本年度における収納済歳入額等を事項別に示せば、次のとおりである。

（単位　千円）

事　　　　　　　　　項 歳入予算額 収納済歳入額 歳入予算額と収納 
済歳入額との差　

歳入予算額に
対する収納済
歳入額の割合

（％）

他 勘 定 よ り 受 入 15,238,671 8,482,887 △  6,755,783 55
雑 収 入 578 21,634 21,056 3,742

計 15,239,249 8,504,522 △  6,734,726 55

（歳　　　出）
　　令和2年度における歳出予算現額は
　　 歳出予算額 15,239,249千円
　 である。
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　　この予算現額に対し
　　支出済歳出額は 8,504,522千円
　　不用額は 6,734,726千円
　 であって、不用額は、事務取扱費において、米麦の売買における課税対象収入が予定を下回った
こと等により、消費税を要することが少なかったこと等のため生じたものである。
　　本年度における支出済歳出額等を主要経費別及び事項別に示せば、次のとおりである。

（主　要　経　費　別） （単位　千円）

主　要　経　費 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 不　用　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

食料安定供給関係費 15,039,249 15,039,249 8,504,522 ― 6,534,726 56
予 備 費 200,000 200,000 ― ― 200,000 ―

計 15,239,249 15,239,249 8,504,522 ― 6,734,726 55

（事　　　項　　　別） （単位　千円）

事　　　　　項 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 差　引　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

事務取扱いに必要な
経費 14,215,601 14,215,601 7,734,469 ― 6,481,131 54

農業経営安定事業に
必要な経費 48,727 48,727 34,025 ― 14,701 69

食糧の需給及び価格
の安定のために行う
事業に必要な経費

350,615 350,615 311,721 ― 38,893 88

漁業協同組合事務費
交付金に必要な経費 424,306 424,306 424,306 ― ― 100

予 備 費 200,000 200,000 ― ― 200,000 ―
計 15,239,249 15,239,249 8,504,522 ― 6,734,726 55

（Ⅱ）　経費の概要及び事業実績
　　この勘定の本年度中における損益計算上の損失は 52,988千円
　であるが
　　食糧の需給及び価格の安定のために行う事業以外の事業に係る損益計算上の損失
 2,037千円
　を控除した後の損失は 50,951千円
　 であって、この損失は、法第132条第1項の規定により食糧管理勘定に移して整理することとし
た。
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（ 7）　国営土地改良事業勘定

 　この勘定は、「土地改良法」に基づく国営土地改良事業等について事業費の一部に借入金を財源と
することで新規着工した地区のうち未完了借入事業に関する経理を行うものである。

（Ⅰ）　歳入歳出決算の概要

歳　　　　　入

一 般 会 計 よ り 受 入 8,305
土地改良事業費負担金収入 11,731
借 入 金 1,520
雑 収 入 7
前 年 度 剰 余 金 受 入 1,476

計 23,041

（単位　百万円）
歳　　　　　出

土 地 改 良 事 業 費 9,369
北 海 道 土 地 改 良 事 業 費 ―
離 島 土 地 改 良 事 業 費 ―
土 地 改 良 事 業 工 事 諸 費 1,289
土地改良事業費負担金等収入
一般会計へ繰入 4,342

国債整理基金特別会計へ繰入 6,921
予 備 費 ―

計 21,923

工事別の区分に従って、翌年
度の歳入に繰り入れる額 1,118

（歳　　　入）
　　令和2年度における歳入予算額は 19,996,859千円
　であって、その内訳は
　　当初予算額 20,089,650千円
　　予算補正修正減少額 92,791千円
　 であり、予算補正修正減少額は、既定予算の不用額を修正減少することに伴い、農業生産基盤整
備事業の財源に充てるための一般会計からの受入見込額を修正減少したものである。
　　この予算額に対し
　　収納済歳入額は 23,041,701千円
　であって、差引き 3,044,842千円
　 の増加となった。これは前年度からの繰越工事があったこと等により、一般会計より受入が多
かったこと等のためである。
　　本年度における収納済歳入額等を事項別に示せば、次のとおりである。

（単位　千円）

事　　　　　　　　　項 歳入予算額 収納済歳入額 歳入予算額と収納 
済歳入額との差　

歳入予算額に
対する収納済
歳入額の割合

（％）

一 般 会 計 よ り 受 入 6,802,209 8,305,379 1,503,170 122
土地改良事業費負担金収入 11,731,928 11,731,195 △  732 99
借 入 金 1,200,000 1,520,379 320,379 126
雑 収 入 239,301 7,921 △  231,379 3
前 年 度 剰 余 金 受 入 23,421 1,476,825 1,453,404 6,305

計 19,996,859 23,041,701 3,044,842 115

（歳　　　出）
　　令和2年度における歳出予算現額は 25,555,197千円
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　であって、その内訳は
　　歳出予算額 19,996,859千円
　　　当初予算額 20,089,650千円
　　　予算補正修正減少額 92,791千円
　　前年度繰越額 5,558,338千円
　 であり、予算補正修正減少額は、土地改良事業工事諸費に必要な既定予算の不用額を修正減少し
たものである。
　　この予算現額に対し
　　支出済歳出額は 21,923,076千円
　　翌年度繰越額は 2,807,327千円
　　不用額は 824,793千円
　 であって、翌年度繰越額は、かんがい排水事業費において、計画に関する諸条件等により事業の
実施に不測の日数を要したため、年度内に支出を終わらなかったこと等によるものであり、不用
額は、借入金利子の支払が予定を下回ったので、国債整理基金特別会計へ繰入を要することが少
なかったこと等のため生じたものである。
　　本年度における支出済歳出額等を主要経費別及び事項別に示せば、次のとおりである。

（主　要　経　費　別） （単位　千円）

主　要　経　費 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 不　用　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

国 債 費 7,223,619 7,223,619 6,921,032 ― 302,586 95
公 共 事 業 関 係 費
農林水産基盤整備
事業費 12,473,240 18,031,578 15,002,044 2,807,327 222,206 83

予 備 費 300,000 300,000 ― ― 300,000 ―
計 19,996,859 25,555,197 21,923,076 2,807,327 824,793 85

（事　　　項　　　別） （単位　千円）

事　　　　　項 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 差　引　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

土地改良事業に必要
な経費 6,670,717 12,229,055 9,369,805 2,807,327 51,923 76

かんがい排水事業
費 4,421,226 8,546,614 6,242,421 2,273,269 30,924 73

総合農地防災事業
費 2,179,731 3,612,681 3,078,420 534,058 202 85

営 繕 宿 舎 費 69,760 69,760 48,963 ― 20,796 70

北海道土地改良事業
に必要な経費
かんがい排水事業
費 10,000 10,000 ― ― 10,000 ―

離島土地改良事業に
必要な経費
かんがい排水事業
費 10,000 10,000 ― ― 10,000 ―

土地改良事業工事諸
費に必要な経費 1,437,321 1,437,321 1,289,658 ― 147,662 89

一般会計へ繰入れに
必要な経費 4,345,202 4,345,202 4,342,581 ― 2,620 99
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（単位　千円）

事　　　　　項 歳出予算額 歳出予算現額 支出済歳出額 翌年度繰越額 差　引　額
歳出予算現額
に対する支出
済歳出額の割
合　　　（％）

国債整理基金特別会
計へ繰入れに必要な
経費

7,223,619 7,223,619 6,921,032 ― 302,586 95

予 備 費 300,000 300,000 ― ― 300,000 ―

計 19,996,859 25,555,197 21,923,076 2,807,327 824,793 85

（Ⅱ）　経費の概要及び事業実績

　令和2年度における実績の概要は、次のとおりである。

事業名 地域名 地　　　　　　区　　　　　　名　　　　　　　等
かんがい排
水事業

（北海道） 14地区 支出済歳出額　1,882,322千円
空知中央、樺戸、樺戸（二期）、当別、篠津中央二期、空知中央用水、知内、安平川（一
期）、忠別、雄武中央（一期）、幕別、美蔓、札内川第二（一期）、札内川第一（二期）

（離　島） 3地区 支出済歳出額　368,517千円
佐渡（一期）、佐渡（二期）、徳之島用水（一期）

（沖　縄） 1地区 支出済歳出額　53,971千円
羽地大川

（その他） 25地区 支出済歳出額　14,963,531千円
鳴瀬川（一期）、隈戸川、馬淵川沿岸（一期）、大崎、鳴瀬川（二期）、北総中央、霞ケ浦用
水（二期）、那珂川沿岸（一期）、両総、那珂川沿岸（二期）、柏崎周辺（一期）、柏崎周辺
（二期）、新矢作川用水、宮川用水第二期、道前道後平野（二期）、岡山南部、筑後川下
流、大野川上流、川辺川、都城盆地、尾鈴、曽於南部（二期）、西諸（一期）、曽於北部
（一期）、肝属中部（一期）

畑地帯総合
土地改良パ
イロット事
業

（北海道） 1地区 支出済歳出額　469千円
小清水

農用地再編
整備事業

（その他） 1地区 支出済歳出額　15,687千円
いさわ南部

総合農地防
災事業

（その他） 6地区 支出済歳出額　4,638,576千円
白根郷、新濃尾（一期）、吉野川下流域、香川、那賀川（一期）、佐賀中部

（注）　上記の地区には、負担金徴収等の地区を含む。
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収
益

35
22

△
 

12
前
年
度
損
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よ
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△
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8
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額
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収
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0
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4
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東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
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の
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別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
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律
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34
条
第

2項
の
規
定
に
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全
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た
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